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う概念を用いて、８つの発達課題を想定したものを表 1 に示す。 
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Marcia,J.E.はこの 2 基準によって、表 2 のような 4 つの「アイデンティティステイタス (自我同
一性地位)」を設定した。そして、これを測定するため、アイデンティティステイタス面接（Identity 



















































































回答数は 160 名、有効回答数は 151 名、有効回答率は 94.3％であった。 
 
（2）調査時期 
2014 年 6 月～11 月 
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（3）調査手続き 
教科担当教員の許可を得て、通信教育のスクーリングの授業時間の一部を使い質問紙への回答を求






質問紙 A：多次元性自我同一性尺度 MEIS 全 20 項目（谷,2001） 
自我同一性（アイデンティティ）を測定する尺度である。本尺度は Erikson,E.H.の記述を基に、自
















質問紙 D：親密性尺度全 10 項目（谷・原田,2011） 
親密性を測定する尺度である。親密性とは、Erikson,E.H.が人間の心理社会的発達を 8 つの段階に
分けた、第Ⅵ段階の発達課題である。「親しい人といる時に、お互い満足しあえる関係にある」等の


















点以上）をアイデンティティ高群、下位 25％（85 点以下）をアイデンティティ低群とした。高群 43












表 3. 高群・低群の各尺度の統計結果 
 高群 ｎ＝43 低群 ｎ＝40  
 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 ｔ値 
自尊感情 40.20 5.52 25.67 7.53 10.07*** 
抑うつ性 33.79 7.59 47.05 6.12 8.71*** 
親密性 61.55 6.35 43.75 10.54 9.23*** 
                                   ***ｐ＜.001 
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逐語録を作成した。面接時間は 35 分～1 時間半程度であった。 
 
（2）調査時期 

















－ 99 － 
（2）信頼性の結果 
全面接者 10 名の内から 4 名を抽出し、評定者間の一致率を検討した (表 4)。 





被面接者 10 名のアイデンティティ・ステイタスを表 5,6 に記載する。なお、全体的ステイタスは、
「アイデンティティ達成：A」が 2 名、｢早期完了：F」が 8 名であった。 
表 5. 各達成地位の人数 
地位 A F M D 
職業領域 4 6 0 0 
価値観領域 2 8 0 0 
全体的ステイタス 2 8 0 0 
表 4. 各領域の一致率 
領域  職業 価値観 全体 
一致率 75％（3/4） 100％（4/4） 100％（4/4） 
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表 6. 被面接者 10 名の 3 領域のアイデンティティ・ステイタス 


























































































































































以下、上記において A 群と評定された⑥さん、⑦さんの評定の根拠となる概要を、表 7,8 に示す。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 103 － 
次に、面接目的①を検討するために、危機を経験した被面接者のアイデンティティ形成を、｢青年期」、
｢成人前期」に整理したものを以下に示す。なお、危機を経験した被面接者とは、全体的ステイタスが
A 群であった⑥さん、⑦さん 2 名（表 6、7、8）と、職業領域のみステイタスが A 群であった (全体
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3 つ目、＜どのように取り組んできたのか＞について 2 点述べる。 
1 点目、決断する事を決めるという取り組みである（②さん、⑥さん、⑨さん）。2 点目、疑問や
違和感を保ち続けるという取り組みである（⑦さん）。 





今回の質問紙調査において、アイデンティティ・ステイタスをみると 8 名が F 群と評定された。筆
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者は、質問紙調査の得点上アイデンティティの高い者から、面接者を募った。従って、面接における
全体的ステイタスにおいても、大多数の者が A 群になると予想していた。しかし、面接の結果として









アイデンティティの形成が可性である事が示唆された。では現代において、A 群と F 群の違いである
「危機」の有無はアイデンティティ形成にどのような意味をもたらすのか。この点に関して A 群と F
群を比較した。その結果、両群の共通項として、満足度の高さや重要な他者との良好な関係が示され
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